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第１問                            問題のページへ 

[1] 連立方程式 128=xy ……①, 
12
7

log
1

log
1

22
=+

yx
……②に対して,  

①より, 7
22 2loglog =xy , 7loglog 22 =+ yx ………③ 

②より, )log)(log(
12
7loglog 2222 yxyx =+ となり, ③を代入すると,  

12)log)(log( 22 =yx ………④ 

③④より, x2log , y2log は 2次方程式 01272 =+- tt の解となり, 4,3=t  

よって, )16,8()2,2(),( 43 ==yx または )8,16()2,2(),( 34 ==yx  

[2] 一般に, ( )xx -=
2

sincos p から, qq cos4sin = ……①に対して,  

( )qpq -=
2

sin4sin ………①¢  

ここで, 
2

0 pq＜＜ から, pq 240 ＜＜ , 
22

0 pqp ＜＜ - である。 

よって, ①¢より, qpq -=
2

4 または ( )qppq --=
2

4 となり, 
10

,
6

ppq =  

さて, 
2
1

6
sin =p であり, ①より, qqq cos2cos2sin2 =  

qqqq cos)sin21(cossin4 2 =- , qqqq coscos)sin8sin4( 3 =-  

0cos ＞q から, 01sin4sin8 3 =+- qq ……②となり,  

0)1sin2sin4)(1sin2( 2 =-+- qqq  

10
pq = のとき, 

2
1sin ¹q より, 01sin2sin4 2 =-+ qq  

すると, 0sin ＞q から, 
4

51sin +-=q  

 

［解 説］ 

[2]は, 
10

sin p の値を求めるために, 非常に細かく誘導がついた問題です。そのため, 

かなりのボリュームがあり, 解答欄の太字と細字に注意しながら粘り強く解き進める

必要があります。 
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第２問                            問題のページへ 

(1) kxxxyC ++-= 23 9: に対して, kxxy ++-=¢ 183 2  

点 )9,(Q 23 ktttt ++- における接線の方程式は,  

))(183()9( 223 txkttkttty -++-=++--  
232 92)183( ttxktty -+++-=  

点 )0,1(P を通ることより, 232 92)183(0 ttktt -+++-=  

kttt =-+- 18122 23 ………(＊) 

ここで, ttttp 18122)( 23 -+-= とおくと,  

18246)( 2 -+-=¢ tttp  

 )3)(1(6 ---= tt  

右表より, )( tp は 1=t で極小値 8- をとり, 3=t で極大値 0をとる。 

すると, 点 P を通る曲線 C の接線の本数は, (＊)の異なる実数解の個数に一致す
ることから, 接線の本数が 2本になるのは, 0=k または 8-=k のときである。 

また, 5=k のときは 1本, 2-=k のときは 3本, 12-=k のときは 1本となる。 

(2) 0=k のとき 23 9: xxyC +-= , xxxyD 76: 23 ++-= の交点は,  

xxxxx 769 2323 ++-=+- , 073 2 =- xx  

よって, 
3
7,0=x である。 

すると, 2曲線 C, Dおよび 2直線 1-=x , 2=x で囲ま

れた 2つの図形の面積の和 Sは,  

òò --+-=
-

2

0

20

1

2 )73()73( dxxxdxxxS  

 [ ] [ ]2

0
230

1
23

2
7

2
7 xxxx ---= -  

 
2
216

2
9 =+=  

 

［解 説］ 

微積分の基本問題です。ただ, (1)の末尾の設問は, 単に解答量を増やすためだけと

しか思えません。 

t … 1 … 3 … 
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第３問                            問題のページへ 

(1) 第 4群の最後の項 4a は, 22107414 =+++=a  

ここで, 1-- nn aa は第 n群の項数より, 231 -=- - naa nn となり, 2≧n で,  

nnnnn
n

nan 2
1

2
3)13(

2
1

2
)23(1

)23(741 2 -=-=×-+=-++++= L  

なお, 11 =a より, 1=n のときも成り立つ。 

また, 600が第 n群に属するとすると,  

)13(
2
1600)43)(1(

2
1 --- nnnn ≦＜ , )13(1200)43)(1( --- nnnn ≦＜  

ここで, 11805920 =´ , 13026221 =´ より, 21=n  

すると, 第 20群の最後の項は 5905920
2
1 =´´ より, 600は, 10590600 =- 番目

の項となる。 

(2) 第 )1( +n 群の 2n番目の項 nb は, nab nn 2+= )1(
2
3

2
3

2
3 2 +=+= nnnn より,  

( )
1

11
3
2

)1(3
21

+
-=

+
=

nnnnbn
 

よって, å
=

n

k kb
1

1 ( ) ( ) ( )
1

11
3
2

3
1

2
1

3
2

2
1

1
1

3
2

+
-++-+-=

nn
L ( )

1
11

3
2

+
-=

n 33
2
+

=
n

n  

 

［解 説］ 

1999年, 2003年に引き続き, 群数列が出題されました。本年の題材は, 自然数の列

なので, 考えやすいものです。 
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第４問                            問題のページへ 

(1) 1AEADAB === から,  

1=== rqp ………① 

0
2

cos11 =××=×=× prpqp ………② 

2
1

3
cos11 =××=× prq ………③ 

また, rbpaparbp +-=-+= )1()(XY  

さらに, ①②より,  

)()(XZEC rqrqp +×-+=× 022 =-= rq  

(2) 0XZEC =× なので, 直線 ECと△XYZを含む平面a が垂直に交わる条件は,  

XYEC × ( ) 0)1()( =+-×-+= rbparqp  

①②③より, 0
2
1)1( =-+- bba , 22 =+ ba ………④ 

さて, 
2
1=b のとき, ④より

4
3=a である。 

ここで, 直線 ECと平面a の交点 Kとおくと, ECEK c= から,  

ECAEAK c+= rcqcpcrqpcr )1()( -++=-++= ………⑤ 

また, 点 Kは平面a 上にあるから,  

XZXYAXAK ts ++= ( ) )(
2
1

4
1

4
3 rqtrpsp ++++=  

 ( ) ( )rtsqtps ++++=
2
1

4
3

4
1 ………⑥ 

p , q , rは 1次独立なので, ⑤⑥より,  

4
3

4
1 += sc ………⑦, tc = ………⑧, tsc +=-

2
11 ………⑨ 

⑦より 34 -= cs となり, ⑧と合わせて⑨に代入すると,  

ccc 23422 +-=- , 
8
5=c  

このとき, )(
8
5EC

8
5EK rqp -+== となり, ①②③より,  

2
2
12111 2222 =×-++=-+ rqp  

よって, 2
8
5

8
5EK =-+= rqp となる。 

 

［解 説］ 

内容は基本事項の組合せとなっています。ただ, 参考図が問題文に描かれているも

のの, 分量がかなりあり, 時間的に厳しい問題です。 
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